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(57)【要約】
本発明は、流体、特に空気を濾過するフィルタシステム 
（１００）用のフィルタ要素（１０）であって、意図し 
た通りに使用された場合に流体が流れ方向（５０）に流 
れる濾材（１４）を含む、平面的に配置されたフィルタ 
本体（１２）を備え、フィルタ本体（１２）の少なくと 
も１つの清浄側流出面（１６）は、外周（５２）上にシ 
ール（２２）を有するフレーム要素（２０）によって周 
方向に取り囲まれており、フィルタ本体（１２）は、フ 
レーム要素（２０）に接続される少なくとも１つの補強 
リブ（２４）を有し、流出面（１６）は、フィルタシス 
テム（１００）のフィルタハウジング（１１０）に意図 
した通りに設置された場合に、フィルタハウジング（１ 
１０）上に配置された対向要素（１３０）が係合する少 
なくとも１つの凹部（３０）を有するフィルタ要素に関 
する。さらに、本発明は、交換可能なフィルタ要素（１ 
０）を備えたフィルタシステム（１００）に関する。
【選択図】    図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム （ １ ０ ０ ） 用 の フ ィ ル タ 要 素 （ １ ０ ） で あ  
っ て 、
　 前 記 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ０ ） は 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 （ ５ ０  
） に 流 れ る 濾 材 （ １ ４ ） を 含 む 、 平 面 的 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） の 少 な く と も １ つ の 清 浄 側 流 出 面 （ １ ６ ） は 、 外 周 （ ５ ２ ）  
上 に シ ー ル （ ２ ２ ） を 有 す る フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲 ま れ て お り 、
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） は 、 前 記 フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ  
の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） を 有 し 、
　 前 記 流 出 面 （ １ ６ ） は 、 前 記 フ ィ ル タ シ ス テ ム （ １ ０ ０ ） の フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １  
０ ） に 意 図 し た 通 り に 設 置 さ れ た 場 合 に 、 前 記 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） 上 に 配 置 さ  
れ た 対 向 要 素 （ １ ３ ０ ） が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） を 有 す る フ ィ ル タ 要 素  
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） 及 び ／ 又 は 前 記 少 な  
く と も １ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） の 材 料 で 内 張 り さ れ て お り 、 特 に 、 前 記 凹 部 （ ３ ０ ） は 、  
プ ラ ス チ ッ ク で 内 張 り さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） の 凹 部 （ ３ ２ ） 内 に  
配 置 さ れ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） は 、 少 な く と も ２ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） を 有 し 、 前 記 少 な く  
と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 少 な く と も ２ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） の 間 に 配 置 さ れ 、 特  
に 、 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 そ れ ぞ れ の ウ ェ ブ （ ３ ４ ） に よ っ て 前 記 ２ つ  
の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） に 接 続 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） に 少 な  
く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） と 前 記  
フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） と の 接 続 部 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ィ  
ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） が 前 記 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） に 配 置 さ  
れ 、 特 に 、 少 な く と も ２ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） が 前 記 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） に 配  
置 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） は ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ て お り 、 前 記 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） に  
配 置 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 前 記 濾 材 （ １ ４ ） の ひ だ （ ６ ０ ） の 間 に  
係 合 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 円 形 断 面 、 又 は 矩 形 断 面 、 又 は 半 円 形 断 面 を 有  
し 、 特 に 、 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 前 記 対 向 要 素 （ １ ３ ０ ） の 係 合 方 向 （  
５ ４ ） に お い て 円 錐 状 に 先 細 り す る 断 面 を 有 す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ  
ィ ル タ 要 素 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 混 乱 せ ず に ポ カ ヨ ケ の 原 理 に よ り 前 記 フ ィ ル タ  
ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） に 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に 、 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） の 表  
面 （ １ ８ ） に 非 対 称 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ ィ ル タ 要 素 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る た め の フ ィ ル タ シ ス テ ム （ １ ０ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 フ ィ ル タ シ ス テ ム （ １ ０ ０ ） は 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 交 換 可 能  
な フ ィ ル タ 要 素 （ １ ０ ） と 、 流 入 口 （ １ ０ ２ ） 及 び 流 出 口 （ １ ０ ４ ） を 有 す る フ ィ ル タ ハ  
ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 フ ィ ル タ 要 素 （ １ ０ ） は 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 （ ５ ０  
） に 流 れ る 濾 材 （ １ ４ ） を 含 む フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） の 少 な く と も １ つ の 清 浄 側 流 出 面 （ １ ６ ） は 、 外 周 （ ５ ２ ）  
上 に シ ー ル （ ２ ２ ） を 有 す る フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲 ま れ て お り 、
　 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） は 、 前 記 フ レ ー ム 要 素 （ ２ ０ ） に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ  
の 補 強 リ ブ （ ２ ４ ） を 有 し 、
　 前 記 流 出 面 （ ２ ４ ） は 、 前 記 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） 上 に 配 置 さ れ た 対 向 要 素 （  
１ ３ ０ ） が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） を 有 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） は 、 前 記 流 入 口 （ １ ０ ２ ） を 有 す る 第 １ の ハ ウ ジ ン  
グ 部 分 （ １ １ ２ ） と 、 前 記 流 出 口 （ １ ０ ４ ） を 有 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ４ ） と  
を 少 な く と も 含 み 、 少 な く と も １ つ の 前 記 対 向 要 素 （ １ ３ ０ ） は 、 前 記 第 １ 又 は 第 ２ の ハ  
ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ２ 、 １ １ ４ ） 上 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の フ ィ ル タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 凹 部 （ ３ ０ ） は 、 混 乱 せ ず に ポ カ ヨ ケ の 原 理 に よ り 前 記 フ ィ ル タ  
ハ ウ ジ ン グ （ １ １ ０ ） に 取 り 付 け る こ と が で き る よ う に 、 前 記 フ ィ ル タ 本 体 （ １ ２ ） の 表  
面 （ １ ８ ） に 非 対 称 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の フ ィ ル タ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 平 面 的 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 を 備 え た 、 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る フ ィ  
ル タ シ ス テ ム 用 の フ ィ ル タ 要 素 、 並 び に 、 交 換 可 能 な フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た 、 流 体 、 特 に  
空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 燃 機 関 の 吸 入 空 気 は 、 通 常 、 エ ン ジ ン に 供 給 さ れ る 前 に 、 吸 入 空 気 に 含 ま れ る 汚 れ 粒  
子 を 分 離 す る た め に 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ と そ の 中 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 要 素 と を 備 え た  
エ ア フ ィ ル タ に 通 さ れ る 。 こ の 種 の エ ア フ ィ ル タ は 、 例 え ば 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２ ３  
１ ６ ９ ６ 号 明 細 書 か ら 公 知 で あ る 。 フ ィ ル タ 要 素 は 、 平 ら な 立 方 体 形 状 を 有 し 、 ジ グ ザ グ  
状 に 折 り 畳 ま れ た 紙 製 又 は 濾 布 製 の 濾 材 を 含 む 。 濾 材 の 一 方 側 の ひ だ は フ ィ ル タ 要 素 の 未  
処 理 空 気 側 の 主 フ ィ ル タ 面 を 画 定 し 、 平 行 面 に 位 置 す る 、 反 対 側 の ひ だ は 清 浄 空 気 側 の フ  
ィ ル タ 面 を 画 定 す る 。 濾 材 の ひ だ 端 の シ ー ル は 、 い わ ゆ る 端 縁 接 着 に よ っ て 行 わ れ る 。 こ  
れ は 、 例 え ば 、 濾 材 へ の ホ ッ ト メ ル ト 接 着 剤 の ビ ー ド 塗 布 、 ス プ レ ー 接 着 、 Ｐ Ｕ Ｒ フ ォ ー  
ム の 塗 布 、 又 は い わ ゆ る サ イ ド バ ン ド 接 着 に よ っ て 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ２ ２ ２ ３ ７ ２ ７ 号 明 細 書 か ら 、 複 数 部 品 か ら な る ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ  
ウ ジ ン グ 内 に 挿 入 可 能 な フ ィ ル タ 要 素 と を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ 部 品 が 組 み 立 て ら れ た 状 態 で  
互 い に 連 結 さ れ る フ ィ ル タ 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ の 発 明 に よ る と 、 ハ ウ ジ ン グ 部 品 を 連  
結 す る た め に 、 フ ィ ル タ 要 素 を 貫 通 す る 連 結 装 置 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 連 結 装 置 は 、 ハ  
ウ ジ ン グ 部 品 と 一 体 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の ハ ウ ジ ン グ ド ー ム と 、 ハ ウ ジ ン グ ド ー  
ム の 端 面 と 対 向 す る ハ ウ ジ ン グ 部 品 と の 間 に 配 置 さ れ た 減 衰 要 素 と を 備 え て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 の １ つ は 、 設 置 が 容 易 な 、 フ ィ ル タ シ ス テ ム 用 の フ ィ ル タ 要 素 を 提 供 す る  
こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 な る 目 的 は 、 こ の よ う に 設 置 が 容 易 な フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 上 記 の 課 題 は 、 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム  
用 の フ ィ ル タ 要 素 で あ っ て 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 に 流 れ る 濾  
材 を 含 む 、 平 面 的 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 を 備 え 、 フ ィ ル タ 本 体 の 少 な く と も １ つ の 清  
浄 側 流 出 面 は 、 外 周 上 に シ ー ル を 有 す る フ レ ー ム 要 素 に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲 ま れ て お り  
、 フ ィ ル タ 本 体 は 、 フ レ ー ム 要 素 に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ を 有 し 、 流 出 面  
は 、 フ ィ ル タ シ ス テ ム の フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に 意 図 し た 通 り に 設 置 さ れ た 場 合 に 、 フ ィ ル  
タ ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 対 向 要 素 が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 有 す る フ ィ ル タ  
要 素 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 な る 目 的 は 、 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る た め の フ ィ ル タ シ ス テ ム で あ っ て 、 交 換 可 能  
な フ ィ ル タ 要 素 と 、 流 入 口 及 び 流 出 口 を 有 す る フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ と 、 を 備 え 、 フ ィ ル タ  
要 素 は 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 に 流 れ る 濾 材 を 含 む フ ィ ル タ 本  
体 を 備 え 、 フ ィ ル タ 本 体 の 少 な く と も １ つ の 清 浄 側 流 出 面 は 、 外 周 上 に シ ー ル を 有 す る フ  
レ ー ム 要 素 に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲 ま れ て お り 、 フ ィ ル タ 本 体 は 、 フ レ ー ム 要 素 に 接 続 さ  
れ る 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ を 有 し 、 流 出 面 は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 対  
向 要 素 が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 有 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 及 び 利 点 は 、 更 な る 特 許 請 求 の 範 囲 、 明 細 書 、 及 び 図 面 か ら  
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る フ ィ ル タ シ ス テ ム 用 の フ ィ ル タ 要  
素 で あ っ て 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 に 流 れ る 濾 材 を 含 む 、 平 面  
的 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 を 備 え た フ ィ ル タ 要 素 が 提 案 さ れ る 。 フ ィ ル タ 本 体 の 少 な く  
と も １ つ の 清 浄 側 流 出 面 は 、 外 周 上 に シ ー ル を 有 す る フ レ ー ム 要 素 に よ っ て 周 方 向 に 取 り  
囲 ま れ て い る 。 フ ィ ル タ 本 体 は 、 フ レ ー ム 要 素 に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ を  
有 す る 。 流 出 面 は 、 フ ィ ル タ シ ス テ ム の フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に 意 図 し た 通 り に 設 置 さ れ た  
場 合 に 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 対 向 要 素 が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹 部 を  
有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 提 案 さ れ た フ ィ ル タ 要 素 は 、 自 動 車 の エ ア フ ィ ル タ シ ス テ ム に 用 い る こ と が 意 図 さ れ て  
お り 、 必 要 に 応 じ て 交 換 可 能 で あ る 。 こ の よ う な フ ィ ル タ 要 素 は 、 フ ィ ル タ シ ス テ ム の フ  
ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置 決 め し て 収 容 す る た め の 異 な る 要 素 を 有 し 得 る 。 本 発 明 に よ れ  
ば 、 フ ィ ル タ 要 素 は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 相 補 的 な 対 向 要 素 が 係 合 す る 、  
フ ィ ル タ 本 体 に 設 け ら れ た 凹 部 と し て 構 成 さ れ る 位 置 決 め 要 素 を 有 す る 。 フ ィ ル タ 本 体 は  
、 好 ま し く は 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ た 濾 材 で 設 計 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、  
こ の よ う な 凹 部 は 、 平 坦 な フ ィ ル タ 層 を 有 す る フ ィ ル タ 本 体 に 形 成 す る こ と も で き る 。 凹  
部 は 、 有 利 に は 、 フ レ ー ム 要 素 及 び ／ 又 は 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 凹 部 と 対 向 要 素 の 係 合 に よ り 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に フ ィ ル タ 要 素 を 適 切 に  
装 着 し 、 フ ィ ル タ 要 素 の シ ー ル を 確 実 に 嵌 合 さ せ 、 良 好 な シ ー ル 性 を 確 保 す る こ と が で き  
、 こ れ に よ り 、 フ ィ ル タ 要 素 を 車 両 エ ン ジ ン の 振 動 か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 凹 部 と 対 向 要 素 は 、 ポ カ ヨ ケ の 原 理 に 従 っ て 機 能 す る た め 、 混 乱 す る こ と な く フ ィ ル タ  
要 素 を 嵌 め こ む こ と が で き る 。 こ れ は 、 フ ィ ル タ 要 素 が 正 し く 装 着 さ れ て い な い と 、 マ ス  
フ ロ ー セ ン サ か ら の 応 答 信 号 に 不 具 合 が 生 じ る 可 能 性 が あ る た め 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 フ ィ ル タ 本 体 の 凹 部 と フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ の 対 向 要 素 と の 相 互 作 用 に よ り 、 フ ィ ル タ シ  
ス テ ム の 剛 性 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 フ レ ー ム 要 素 及  
び ／ 又 は 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ の 材 料 で 内 張 り さ れ る 。 特 に 、 凹 部 は 、 プ ラ ス チ ッ ク  
で 内 張 り さ れ る 。 こ れ に よ り 、 凹 部 を 安 定 し て 設 計 す る こ と が で き 、 ま た 、 凹 部 を フ レ ー  
ム 要 素 及 び ／ 又 は 補 強 リ ブ と 共 に 、 特 に 一 体 に 、 有 利 に 製 造 す る こ と が で き る 。 フ レ ー ム  
要 素 及 び 補 強 リ ブ は プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る こ と が 好 ま し い た め 、 凹 部 も プ ラ ス チ ッ ク で 内  
張 り す る こ と が で き る 。 フ レ ー ム 要 素 、 １ つ 又 は 複 数 の 補 強 リ ブ 、 及 び 凹 部 を 囲 む 壁 部 は  
、 一 体 射 出 成 形 で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 フ ィ ル タ 本 体 の  
凹 部 内 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ た 紙 媒 体 か ら な る フ ィ ル タ 本 体 を  
適 切 に 切 り 抜 く 又 は 打 ち 抜 く こ と で 、 フ ィ ル タ 本 体 に 凹 部 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 本 体 は 、 少 な く と も ２ つ の 補 強 リ  
ブ を 有 し 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 少 な く と も ２ つ の 補 強 リ ブ の 間 に 配 置 さ れ る 。 特 に  
、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 そ れ ぞ れ の ウ ェ ブ に よ っ て ２ つ の 補 強 リ ブ に 接 続 さ れ る 。 補  
強 リ ブ は 、 フ ィ ル タ 本 体 を 補 強 す る 役 割 を 果 た す 。 凹 部 が 補 強 リ ブ の 間 に 配 置 さ れ て い る  
場 合 、 力 を 伝 達 す る こ と が で き る よ う に 、 凹 部 又 は 凹 部 を 囲 む 壁 部 を 、 両 側 の ウ ェ ブ を 介  
し て 補 強 リ ブ に 機 械 的 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 少 な く と も １ つ  
の 補 強 リ ブ に 少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ る 。 別 の 有 利 な 選 択 肢 で は 、 凹 部 を 補 強 リ ブ に  
直 接 組 み 込 ん で も よ い 。 凹 部 は 、 補 強 リ ブ を 介 し て フ レ ー ム 要 素 に 安 定 的 に 接 続 さ れ 、 よ  
り 大 き な 力 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 少 な く と も １ つ  
の 補 強 リ ブ と フ レ ー ム 要 素 と の 接 続 部 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う な 配 置 に よ っ て も 、 フ ィ ル  
タ 要 素 を 混 乱 す る こ と な く フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に 確 実 に 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 が 少 な く と も １ つ の  
補 強 リ ブ に 配 置 さ れ る 。 特 に 、 少 な く と も ２ つ の 凹 部 が 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ に 配 置  
さ れ る 。 代 替 的 な 実 施 形 態 で は 、 補 強 リ ブ は 、 １ つ 以 上 の 凹 部 を 直 接 有 す る こ と が で き る  
。 こ れ は 、 例 え ば 、 補 強 リ ブ の 少 な く と も 一 部 の 領 域 に 切 り 欠 き を 設 け る こ と で 実 現 す る  
こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 濾 材 の ひ だ の 間 に 係 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 本 体 は ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ て  
お り 、 補 強 リ ブ に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 濾 材 の ひ だ の 間 に 係 合 す る 。 凹 部 は  
、 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ が 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 の 領 域 に 限 定 さ れ る 。 こ れ に よ り  
、 フ ィ ル タ 本 体 の 全 表 面 を 流 体 の 濾 過 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 円 形 断 面 、 又 は  
矩 形 断 面 、 又 は 半 円 形 断 面 を 有 す る 。 特 に 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 対 向 要 素 の 係 合 方  
向 に お い て 円 錐 状 に 先 細 り す る 断 面 を 有 す る 。 凹 部 は 、 有 利 に は 、 対 向 要 素 の 対 応 す る 形  
状 に 沿 っ た 異 な る 断 面 を 有 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 内 に フ ィ ル タ 要 素 を 確  
実 に 設 置 し 、 緊 密 に 嵌 合 さ せ る に は 、 先 細 り 状 の 断 面 が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 有 利 に は 、 濾 材 と 緊 密 に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 フ ィ ル タ  
ハ ウ ジ ン グ 内 で 流 体 を 濾 過 す る 際 に 、 望 ま し く な い 漏 れ が 発 生 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き  
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る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 混 乱 せ ず に ポ カ  
ヨ ケ の 原 理 に よ り フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に 装 着 す る こ と が で き る よ う に 、 フ ィ ル タ 本 体 の 表  
面 に 非 対 称 に 配 置 さ れ る 。 凹 部 と 対 向 要 素 は 、 ポ カ ヨ ケ の 原 理 に 従 っ て 機 能 す る た め 、 フ  
ィ ル タ 要 素 は １ つ の 向 き か 固 定 位 置 に の み 装 着 さ れ る 。 こ れ は 、 フ ィ ル タ 要 素 が 正 し く 装  
着 さ れ て い な い と 、 マ ス フ ロ ー セ ン サ か ら の 応 答 信 号 に 不 具 合 が 生 じ る 可 能 性 が あ る た め  
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 は 、 ２ つ 以 上 の 凹 部 を 有 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る 。 特 に 、 上 述  
し た 凹 部 の 異 な る 構 成 を 互 い に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 更 な る 態 様 に よ る と 、 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る た め の フ ィ ル タ シ ス テ ム で あ  
っ て 、 交 換 可 能 な フ ィ ル タ 要 素 と 、 流 入 口 及 び 流 出 口 を 有 す る フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ と 、 を  
備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム が 提 案 さ れ る 。 フ ィ ル タ 要 素 は 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合  
に 流 体 が 流 れ 方 向 に 流 れ る 濾 材 を 含 む フ ィ ル タ 本 体 を 備 え 、 フ ィ ル タ 本 体 の 少 な く と も １  
つ の 清 浄 側 流 出 面 は 、 外 周 上 に シ ー ル を 有 す る フ レ ー ム 要 素 に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲 ま れ  
て い る 。 フ ィ ル タ 本 体 は 、 フ レ ー ム 要 素 に 接 続 さ れ る 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ を 有 す る  
。 流 出 面 は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 上 に 配 置 さ れ た 対 向 要 素 が 係 合 す る 少 な く と も １ つ の 凹  
部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ル タ シ ス テ ム に 使 用 さ れ る フ ィ ル タ 要 素 は 、 必 要 に 応 じ て 交 換 す る こ と が で き る 。  
こ の よ う な フ ィ ル タ 要 素 は 、 フ ィ ル タ シ ス テ ム の フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置 決 め し て 収  
容 す る た め の 異 な る 要 素 を 有 し 得 る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ 要 素 は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ  
ン グ 上 に 配 置 さ れ た 相 補 的 な 対 向 要 素 が 係 合 す る 、 フ ィ ル タ 本 体 に 設 け ら れ た 凹 部 と し て  
構 成 さ れ る 位 置 決 め 要 素 を 有 す る 。 フ ィ ル タ 本 体 は 、 好 ま し く は 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま  
れ た 濾 材 で 設 計 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 凹 部 は 、 平 坦 な フ ィ ル タ 層  
を 有 す る フ ィ ル タ 本 体 に 形 成 す る こ と も で き る 。 凹 部 は 、 有 利 に は 、 フ レ ー ム 要 素 及 び ／  
又 は 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 凹 部 と 対 向 要 素 の 係 合 に よ り 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に フ ィ ル タ 要 素 を 適 切 に  
装 着 し 、 フ ィ ル タ 要 素 の シ ー ル を 確 実 に 嵌 合 さ せ 、 良 好 な シ ー ル 性 を 確 保 す る こ と が で き  
、 こ れ に よ り 、 フ ィ ル タ 要 素 を 車 両 エ ン ジ ン の 振 動 か ら 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 凹 部 と 対 向 要 素 は 、 ポ カ ヨ ケ の 原 理 に 従 っ て 機 能 す る た め 、 混 乱 す る こ と な く フ ィ ル タ  
要 素 を 嵌 め こ む こ と が で き る 。 こ れ は 、 フ ィ ル タ 要 素 が 正 し く 装 着 さ れ て い な い と 、 マ ス  
フ ロ ー セ ン サ か ら の 応 答 信 号 に 不 具 合 が 生 じ る 可 能 性 が あ る た め 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ィ ル タ 本 体 の 凹 部 と フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ の 対 向 要 素 と の 相 互 作 用 に よ り 、 フ ィ ル タ シ  
ス テ ム の 剛 性 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ィ ル タ シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ は 、 流 入 口 を 有 す  
る 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 と 、 流 出 口 を 有 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 と を 少 な く と も 含 み 、  
少 な く と も １ つ の 対 向 要 素 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 上 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う  
に し て 、 フ ィ ル タ 要 素 を ハ ウ ジ ン グ 部 品 に 確 実 に 挿 入 し 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ を 第 ２ の ハ  
ウ ジ ン グ 部 品 で 閉 じ る こ と が で き る 。 対 向 要 素 は 、 フ ィ ル タ 要 素 が フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ 内  
に し っ か り と 固 定 さ れ る よ う に 、 フ ィ ル タ 要 素 の 凹 部 に 有 利 に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ ィ ル タ シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 は 、 混 乱 せ ず に  
ポ カ ヨ ケ の 原 理 に よ り フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ に 装 着 す る こ と が で き る よ う に 、 フ ィ ル タ 本 体  
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の 表 面 に 非 対 称 に 配 置 さ れ る 。 凹 部 と 対 向 要 素 は 、 ポ カ ヨ ケ の 原 理 に 従 っ て 機 能 す る た め  
、 フ ィ ル タ 要 素 は １ つ の 向 き に の み 装 着 さ れ る 。 こ れ は 、 フ ィ ル タ 要 素 が 正 し く 装 着 さ れ  
て い な い と 、 濾 過 さ れ た 空 気 流 中 の マ ス フ ロ ー セ ン サ か ら の 応 答 信 号 に 不 具 合 が 生 じ る 可  
能 性 が あ る た め 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 な る 利 点 は 、 以 下 の 図 面 の 説 明 に 示 さ れ る 。 図 面 は 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 面 、  
明 細 書 、 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 多 数 の 特 徴 を 組 み 合 わ せ て 含 む 。 当 業 者 で あ れ ば 、 こ れ  
ら の 特 徴 を 個 別 に 検 討 し 、 組 み 合 わ せ て 、 更 な る 組 み 合 わ せ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ シ ス テ ム の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 断 面 Ａ － Ａ が 示 さ れ た 図 １ の フ ィ ル タ シ ス テ ム の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 ３ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 ２ の フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 ６ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 ６ の フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面  
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 ９ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 ９ の フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断  
面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 １ ２ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ２ の フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦  
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 １ ５ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ５ の フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦  
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 凹 部 領 域 に お け る 図 １ ８ の フ ィ ル タ 要 素 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ８ の フ ィ ル タ 要 素 を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦  
断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 中 、 同 一 ま た は 類 似 の 構 成 要 素 は 同 一 の 参 照 記 号 で 示 さ れ る 。 こ れ ら の 図 は 単 な る 例  
示 で あ り 、 限 定 的 な も の と し て 理 解 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 に お い て 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 裏 」 、 「 後 」 な ど の 用 語  
と 共 に 使 用 さ れ る 方 向 用 語 は 、 図 を よ り 理 解 し や す く す る た め の も の で あ り 、 決 し て 一 般  
性 を 限 定 す る も の で は な い 。 図 示 さ れ た 構 成 部 品 及 び 要 素 、 そ れ ら の 解 釈 及 び 使 用 は 、 当  
業 者 の 考 え に よ っ て 変 化 し 、 そ れ ぞ れ の 用 途 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ シ ス テ ム １ ０ ０ の 等 角 図 で あ る 。 図 ２ は 、 断  
面 Ａ － Ａ が 示 さ れ た 図 １ の フ ィ ル タ シ ス テ ム １ ０ ０ の 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 流 体 、 特 に 空 気 を 濾 過 す る た め の フ ィ ル タ シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 図 で は 見 え な い 交 換 可 能  
な フ ィ ル タ 要 素 １ ０ と 、 流 入 口 １ ０ ２ 及 び 流 出 口 １ ０ ４ を 有 す る フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １  



10

20

30

40

50

JP 2025-509900 A 2025.4.11(8)

０ と を 備 え る 。 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ は 、 流 入 口 １ ０ ２ を 有 す る 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部  
分 １ １ ２ と 、 流 出 口 １ ０ ４ を 有 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ ４ と を 少 な く と も 含 む 。 フ  
ィ ル タ 要 素 １ ０ が 装 着 さ れ る と 、 ２ つ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ ２ 、 １ １ ４ は 緊 密 に 接 続 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 等 角 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 フ ィ ル タ 要 素 １ ０ は 、 意 図 し た 通 り に 使 用 さ れ た 場 合 に 流 体 が 流 れ 方 向 ５ ０ に 流 れ る 濾  
材 １ ４ を 含 む フ ィ ル タ 本 体 １ ２ を 備 え る 。 フ ィ ル タ 本 体 １ ２ の 少 な く と も １ つ の 清 浄 側 流  
出 面 １ ６ は 、 外 周 ５ ２ 上 に シ ー ル ２ ２ を 有 す る フ レ ー ム 要 素 ２ ０ に よ っ て 周 方 向 に 取 り 囲  
ま れ て い る 。 シ ー ル ２ ２ は 、 例 え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ Ｒ ） で 形 成 す る こ と が で き 、 製  
造 工 程 時 に 、 フ レ ー ム 要 素 ２ ０ 上 に 発 泡 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 フ ィ ル タ 本 体 １ ２ は 、 平 行 に 配 置 さ れ 、 フ レ ー ム 要 素 ２ ０ に 接 続 さ れ た ２ つ の 補 強 リ ブ  
２ ４ を 有 す る 。 流 出 面 １ ６ は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ 上 に 配 置 さ れ た 対 向 要 素 １ ３ ０  
が 係 合 可 能 な 少 な く と も １ つ の 凹 部 ３ ０ を 有 す る 。 こ の 目 的 の た め に 、 少 な く と も １ つ の  
対 向 要 素 １ ３ ０ を 第 １ 又 は 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ ２ 、 １ １ ４ に 配 置 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 凹 部 ３ ０ は 、 ２ つ の 補 強 リ ブ ２ ４ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 凹 部 ３ ０ は 、 強 固 な 機 械 的 接  
続 の た め 、 ウ ェ ブ ３ ４ を 介 し て ２ つ の 補 強 リ ブ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ で は 、 対 向 要 素 １ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ カ  
バ ー で あ る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部 品 １ １ ４ に 配 置 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の  
外 側 か ら は 、 対 向 要 素 １ ３ ０ は 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 形 で 製 造 さ れ る ハ ウ ジ ン グ 部  
品 １ １ ４ の 凹 部 と し て の み 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 凹 部 ３ ０ の 領 域 に お け る 図 ３ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、  
断 面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 図 ２ の フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 断 面 図 か ら 分 か る よ う に 、 凹 部 ３ ０ は 、 フ ィ ル タ 本 体 １ ２ の 凹 部 ３ ２ に 配 置 さ れ て い る  
。 フ ィ ル タ 本 体 １ ２ の 凹 部 ３ ２ は 、 例 え ば 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ た 濾 材 １ ４ を 切 り 抜  
く か 、 又 は 打 ち 抜 く こ と で 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 凹 部 ３ ０ は 、 有 利 に は 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ の 対 向 要 素 １ ３ ０ を 対 応 す る 機 械 的  
安 定 性 を も っ て 収 容 す る こ と が で き る よ う に 、 フ レ ー ム 要 素 ２ ０ 及 び ／ 又 は 少 な く と も １  
つ の 補 強 リ ブ ２ ４ の 材 料 で 内 張 り さ れ る 。 例 え ば 、 フ レ ー ム 要 素 ２ ０ が プ ラ ス チ ッ ク か ら  
形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 凹 部 ３ ０ を プ ラ ス チ ッ ク で 内 張 り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 凹 部 は 円 形 断 面 を 有 し て い る 。 原 理 的 に は 、 他 の 断 面 形 状 も 可  
能 で あ る 。 例 え ば 、 凹 部 ３ ０ は 矩 形 断 面 や 半 円 形 断 面 を 有 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 図  
４ 及 び 図 ５ の 縦 断 面 に 示 さ れ る よ う に 、 凹 部 ３ ０ は 、 対 向 要 素 １ ３ ０ の 係 合 方 向 ５ ４ に お  
い て 円 錐 状 に 先 細 り す る 断 面 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 対 応 す  
る 形 状 を 有 す る 対 向 要 素 １ ３ ０ は 、 フ ィ ル タ 要 素 １ ０ が 装 着 さ れ た 状 態 で 第 ２ の ハ ウ ジ ン  
グ 部 品 １ １ ４ が 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部 品 １ １ ２ 上 に 載 置 さ れ た と き に 、 係 合 方 向 ５ ４ に お い  
て 凹 部 ３ ０ 内 に 確 実 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 凹 部 ３ ０ は 、 ミ ス が 起 こ ら な い よ う に ポ カ ヨ ケ の 原 理 に  
従 っ て フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０ に 装 着 で き る よ う に 、 フ ィ ル タ 本 体 １ ２ の 表 面 １ ８ に 非  
対 称 に 配 置 さ れ る 。 対 向 要 素 １ ３ ０ は 、 フ ィ ル タ 要 素 １ ０ が 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ ２  
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に 適 切 に 装 着 さ れ て い る と き に の み 凹 部 ３ ０ に 係 合 す る こ と が で き 、 フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ  
１ １ ０ を 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ で は 、 流 れ 方 向 ５ ０ が 矢 印 で 示 さ れ て い る 。 流 体 は 、 図 で は 見 え な い 流 入 口 １ ０ ２  
を 有 す る 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ ２ か ら フ ィ ル タ 本 体 １ ２ を 通 っ て 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ 部  
分 １ １ ４ に 流 れ 、 図 で は 見 え な い 流 出 口 １ ０ ４ か ら 流 出 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ 要 素  
１ ０ は 、 フ レ ー ム 要 素 ２ ０ 上 に 配 置 さ れ た シ ー ル ２ ２ に よ っ て フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ０  
に 対 し て シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ ０ の 等 角 図 で あ り 、 図 ７ は 、  
凹 部 ３ ０ の 領 域 に お け る 図 ６ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 断 面 線 Ａ －  
Ａ に 沿 っ た 、 図 ６ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム １ ０ ０ の 縦 断 面 図 で あ る  
。 断 面 線 は 凹 部 ３ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 例 で は 、 凹 部 ３ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ ２ ４ に 少  
な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ て い る 。 凹 部 ３ ０ は 、 補 強 リ ブ ２ ４ を 介 し て フ レ ー ム 要 素 ２ ０  
に 安 定 的 に 接 続 さ れ 、 よ り 大 き な 力 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ ０ の 等 角 図 で あ り 、 図 １ ０ は  
、 凹 部 ３ ０ の 領 域 に お け る 図 ９ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 断 面 線  
Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 ９ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム １ ０ ０ の 縦 断 面 図 で  
あ る 。 断 面 線 は 凹 部 ３ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 す 実 施 形 態 の 例 で は 、 凹 部 ３ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 補 強 リ ブ ２ ４ と  
フ レ ー ム 要 素 ２ ０ と の 接 続 部 に 配 置 さ れ て い る 。 凹 部 ３ ０ は 半 円 形 で あ る 。 半 円 形 の 直 線  
部 分 は フ レ ー ム 要 素 ２ ０ に 接 し て い る 。 凹 部 ３ ０ は 、 補 強 リ ブ ２ ４ を 介 し て フ レ ー ム 要 素  
２ ０ に 安 定 的 に 接 続 さ れ 、 よ り 大 き な 力 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ ０ の 等 角 図 で あ り 、 図 １ ３  
は 、 凹 部 ３ ０ の 領 域 に お け る 図 １ ２ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、 断  
面 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ２ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面 図 で  
あ る 。 断 面 線 は 凹 部 ３ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 示 す 実 施 形 態 の 例 は 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 に 対 応 す る 。 た だ し  
、 凹 部 ３ ０ は 、 円 形 断 面 の 代 わ り に 矩 形 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 等 角 図 で あ り 、 図 １ ６ は  
、 凹 部 の 領 域 に お け る 図 １ ５ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ７ は 、 断 面 線 Ａ  
－ Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ５ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面 図 で あ る 。  
断 面 線 は 凹 部 ３ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ５ ～ 図 １ ７ に 示 す 実 施 形 態 の 例 は 、 図 ９ ～ 図 １ １ に 示 す 実 施 形 態 に 対 応 す る 。 た だ  
し 、 凹 部 ３ ０ は 、 半 円 形 断 面 の 代 わ り に 矩 形 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 更 な る 実 施 形 態 に よ る フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 等 角 図 で あ り 、 図 １ ９ は  
、 凹 部 ３ ０ の 領 域 に お け る 図 １ ８ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ の 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ２ ０ は 、 断 面  
線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 、 図 １ ８ の フ ィ ル タ 要 素 １ ０ を 備 え た フ ィ ル タ シ ス テ ム の 縦 断 面 図 で あ  
る 。 断 面 線 は 凹 部 ３ ０ を 通 っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 例 で は 、 ２ つ の 凹 部 ３ ０ が 補 強 リ ブ ２ ４ に 配 置 さ れ て い る 。 図 示 さ れ た  
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実 施 形 態 に 示 す フ ィ ル タ 本 体 １ ２ は ジ グ ザ グ 状 に 折 り 畳 ま れ て い る た め 、 補 強 リ ブ ２ ４ に  
配 置 さ れ た 凹 部 ３ ０ は 、 濾 材 １ ４ の ひ だ ６ ０ の 間 に 係 合 す る こ と が で き る 。 対 応 す る 対 向  
要 素 １ ３ ０ は 、 棒 状 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 原 理 的 に は 、 よ り 大 き な 機 械 的 安 定 性 を 得 る た め に 、 凹 部 ３ ０ と 対 向 要 素 １ ３ ０ の 数 を  
増 や す こ と も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ ０     フ ィ ル タ 要 素
１ ２     フ ィ ル タ 本 体
１ ４     濾 材
１ ６     清 浄 側 流 出 面
１ ８     表 面
２ ０     フ レ ー ム 要 素
２ ２     シ ー ル
２ ４     補 強 リ ブ
３ ０     フ ィ ル タ 要 素 の 凹 部
３ ２     フ ィ ル タ 本 体 の 凹 部
３ ４     ウ ェ ブ
５ ０     流 れ 方 向
５ ２     外 周
５ ４     係 合 方 向
６ ０     ひ だ
１ ０ ０     フ ィ ル タ シ ス テ ム
１ ０ ２     流 入 口
１ ０ ４     流 出 口
１ １ ０     フ ィ ル タ ハ ウ ジ ン グ
１ １ ２     ハ ウ ジ ン グ 上 部 分
１ １ ４     ハ ウ ジ ン グ 下 部 分
１ ３ ０     対 向 要 素
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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